
 

 

令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日までの 

事 業 報 告 

はじめに 

 

当センターは，新たに令和元年度から令和 5 年度までの「第 3 次中期計画」を策

定し，高齢者の能力と希望に応じて，臨時的・短期的な就業を組織的に提供し，生

きがいの充実，健康維持，社会参加の場として，当センターの事業運営に努めてま

いりました。 

しかしながら，令和 2 年 1 月からの新型コロナウイルス感染症拡大以来，度重な

る緊急事態宣言の発出により，市民生活と地域経済に多大な影響を及ぼしておりま

す。令和 3 年 9 月には，緊急事態宣言が解除され，新たな生活様式，with コロナと

して，新たな日常に戻りつつある矢先に，新型コロナの変異株の出現により，更な

る感染の拡大が世界中で懸念されているところです。当センターの事業運営におい

ても，年間契約金額の契約金額の減少，施設使用制限などにより，事業が思うよう

に行えないなど，大きな影響が出ています。 

このような状況の中，当センターにおいても，今までの経験を活かし，新たな生

活様式の中での，会員数の拡大，就業機会の拡大・確保が，公共・民間事業を問わ

ず，引き続き会員と共に多様な取り組みを更に進めて取り組んでいくことが，大変

重要となっています。 

第 3 次中期計画では，今年度，「会員数の増強」「就業機会の拡大」「安全就業の徹

底」の 3 施策を重点事業としておりましたが，緊急事態宣言の発出やまん延防止等

重点措置により 4 月から 6 月までの入会説明会の会場が使用中止となったことや就

業の停止，就労時間の短縮などの影響があり，中期計画数値目標は未達成となって

いる中，女性会員比率の向上，シルバー派遣事業については，成果が上がってきて

いる状況です。 

その結果，センター事業の契約金額につきましては，前年度同期の契約金額実績

を大きく下回り，請負契約については，約 25,286 万円，シルバー派遣事業について

は，前年度比約 4.4倍の 1,006万円となっています。 

以下，令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日までの具体的な事業・活動につき

まして報告いたします。 

令和 3年度の具体的な事業運営・活動の取り組み 

当センターは，シルバー人材センターの「自主・自立」「共働・共助」の理念に基

づき，60 歳以上の高齢者に対し，臨時的かつ短期的または簡易な業務に係る就業の

機会を提供し，働くことによる生きがいや活力ある地域社会づくりに貢献してきま

した。 



1．「第 3次中期計画」を推進しました。 

① 令和 3 年度の数値目標の達成に向けて，「新しい生活様式」を基本にセンター

事業・運営を展開しました。 
 

令和 3年度数値目標 

 数値目標 事業実績 達成率 

受 託 件 数 5,860件 4,996件 85.3% 

会 員 数 730人 660人 90.4% 

就 業 率 86.9％ 76.1％ 87.6% 

契 約 金 額 29,000万円 25,286万円 87.2％ 

就業延人数 64,800人 53,883人 83.2％ 

② 受託件数は，民間が約 9割近くを占める中，4月から 6月までのコロナ禍の影

響による休業や植木剪定・除草作業就業会員の減少により4,996件（月平均416

件）となり，前年度の実績を大きく下回り，数値目標の達成率は 85.3％となっ

ています。同様に，就業率・就業延人数も，実績が大きく下回り，87.6％・

83.2％となっています。 

③ 会員数は，令和 3年 4月末が 649人でしたが，4月から 6月前半までコロナ

禍の影響で入会説明会の施設使用が中止となったため，センター会議室を使用

した個別入会説明に切替え対応。またシルバー人材センターPR セミナーや，

市民向けシルバー体験講習を開催することにより，令和 3年 8月末の 613人を

底に，緩やかな増加傾向に転じ，令和 4 年 3 月 31 日現在では 660 人となり，

昨年度末の会員数 649 人を 11 ポイント上回り，会員数数値目標の達成率は，

90.4％となっています。 

④ 契約金額は，4 月から 6 月までのコロナ禍の影響による受託件数の減少と，

更に公共では，施設管理時間の減少と，令和 3 年 3 月末の国分寺駅北口駐輪場

への案内業務の契約終了などにより，25,286 万円となり，前年度の実績を大き

く下回り，数値目標の達成率は 87.2％となっています。 

⑤ 公共事業の委託業務単価については，令和 3年 10月の最低賃金の見直し，一

定期間据置とされてきた経過等により，令和 3 年度については，985 円とし，

令和 4年度の委託契約単価は，1,010円（予定）としました。 

⑥ 民間事業の配分金については，令和元年 10月より，消費税改定分及び令和元

年度東京都最低賃金を基本に 1,013 円に引上げましたが，令和 2 年度の東京都

最低賃金が据え置かれたことから，同額の 1,013円となっています。 

⑦ 安全就業の推進と就業中・就業途上の事故は，傷害事故 3 件，賠償事故 3 件

発生し，会員には事故情報を提供して事故防止の啓発に努めました。 

 



2．会員の拡大と就業機会の確保，契約金額及び就業率の向上に努めました。 

① ホームページの迅速な情報更新に努め，アクセス数も更に増加しました。ま

た，地域にセンターの最新情報を提供・開示し，会員拡大及び就業開拓に取り

組みました。 

② 会員入会説明会は 4 月から 6 月まで緊急事態宣言の発出に伴い，会場の施設

使用が中止となりましたが，その間は感染対策に配慮しセンター会議室を使用

してのお一人ずつの個別入会説明会に切替え 14回，解除後は，福祉センターで

12回，市内の施設で 5回の合計 31回を開催し，新たに年間で 91人が入会しま

した。（年間退会会員数：80人） 

③ 会員一人ひとりが新規会員を紹介する「会員増強運動」は，令和 4 年 1 月か

ら 3 月までセンター全体で取り組み，また事業委員により市内のボランティア

活動グループを訪問し，6名の加入がありました。 

④ 事務局職員が市内の事業所訪問を実施し，幅広く請負事業及び派遣事業の就

業開拓に取り組みました。 

⑤ 公共の施設管理では，全会員を対象に令和 3年 10月 1日からの就業希望会員

を募り，就業基準の適正な運用と公平な就業機会の提供に努めましたが，今年

度も就業会員の確保が困難な状況が継続しています。 

⑥ 長期就業している就業場所では，就業会員の理解を得ながら，ローテーショ

ン就業を推進し，より多くの会員に就業機会を拡大しました。 

⑦ 未就業会員を対象に，第 2 金曜日の入会説明会後に就業相談会の実施及び就

業情報を提供することにより，就業機会の提供・拡大に努めました。 

⑧ 会員相互の交流を図る「シルバーあおぞら教室『歩いてゼミナール』」は，

コロナ禍の感染拡大が懸念されるため中止しました。 

3．シルバー事業に関しての普及，宣伝活動を推進しました。 

① 会報「いきがい」第 144号を 8月，第 145号を 1月の計 2回発行し，会員相

互の連帯意識を高め合い，さらに，センター事業の内容紹介など情報提供・周

知に努めました。 

② さらに，会員へ情報発信する「センター便り」も，第 20号を 4月，第 21号

を 10月の計 2回発行しました。 

③ 一般家庭，事業所，官公庁等に，センター事業のチラシ及び会員募集チラシ

を配布する予定でしたが，コロナ禍の感染拡大が懸念されるため中止しました。 

④ 市報等を活用して毎月の入会説明会の案内や，広報強調月間では，10月 1日

号市報にセンター事業の情報提供の他，市役所の市民課ホールに設置してある

電子掲示板において会員募集の掲示を 1か月行い，また，市内公共施設 16箇所



に会員募集ポスターを掲示するなど，市民への広報・宣伝活動に取り組みまし

た。 

⑤ 市の広報番組「ぶんぶんチャンネル」1 月放送分においてシルバー人材セン

ターを取り上げていただき，センター事業の紹介および会員募集を行いました。

Ｊ:COM チャンネルでの放映後は，市役所の市民課ホールで放映いただき，引

き続き国分寺市の YouTubeチャンネルで公開，当センターのホームページや入

会説明会でも紹介しております。 

⑥ 例年取り組んでいる国分寺まつりでのＰＲ活動と国分寺駅南北通路での駅頭

宣伝は，コロナ禍の感染拡大が懸念されるため中止しました。 

⑦ 入会会員の募集を兼ねた「シニア向けスマートフォン教室」を令和 3 年 5 月

13 日に開催予定でしたが，緊急事態宣言の延長に伴い施設使用が中止となった

ため，開催を中止しました。 

⑧ 財団と共催して，厚生労働省委託高齢者活躍人材確保育成事業シルバー人材

センターＰＲセミナー「整理収納セミナー」を令和 3年 11月 29日にリオンホ

ールで開催し，36 名の市民の方にご参加いただきました。また，その後の入会

説明会に 9名の方が参加され，7名の入会につながりました。 

4．会員の就業意識の向上に努め，接遇などの研修を実施しました。 

① 財団（連合）が開催する役職員及び会員を対象とする研修会・講習会は，コ

ロナ禍の影響で研修会等が中止される中で，必要最小限の研修会等に限り参加

させました。 

② 財団が主催する就業支援講習を積極的に活用して，家事援助サービス就業会

員の育成に努めました。 

③ 施設管理業務では，就業会員の接遇など質の高いサービスが求められるため，

当センター独自で，例年実施している接遇研修は，コロナ禍の感染拡大が懸念

されるため中止しました。 

④ AED（自動体外式除細動器）講習は，施設管理の就業会員を対象に令和 4 年

1月 21日に開催予定でしたが，コロナ禍の感染拡大が懸念されるため，年度内

の開催は中止としました。 

⑤ 地域班親睦会議は，コロナ禍の感染拡大が懸念されるため開催を断念し，代

替の対応として，12 月に会員を慰労するメッセージ等を全会員に配布しました。 

⑥ 地域班長会議は，コロナ禍以前は例年 7月と 12月に開催しておりましたが，

依然としてコロナ禍の感染拡大が懸念されるため，令和 3年度については 11月

17日に 2部制で開催しました。 

⑦ 職域班会議は，植木班・除草班・施設管理などの仕事別グループを含め，コ



ロナ禍の感染拡大が懸念されるため，必要最低限の開催にとどめ，19 回開催し

ました。同時に，3 月に予定していた除草・学校管理・市報配布・学校トイレ

清掃・家事援助で就業する会員を対象とする職域の会議も，コロナ禍の感染拡

大が懸念されるため中止しました。 

⑧ 会員及び役職員に，再度「シルバー人材センター適正就業ガイドライン」を

周知し，センター事業を適正・適法に運営していくためのコンプライアンス

（法令遵守）を意識していただき，資質の向上に努めました。 

5．事故「ゼロ」を目標に，安全就業対策と健康管理に努めました。 

① 毎月第 3水曜日を「安全の日」と定め，安全巡回指導を合計 8回実施し（5・

6・2・3 月はコロナ禍の感染拡大が懸念されるため中止），就業会員に「安全点

検チェックリスト」による聞き取り調査を実施し，安全就業及び事故「ゼロ」

の取り組みを推進しました。また，就業中の傷害事故に関する「傷害事故情報」

を「安全だより」「安全推進だより」で周知し，就業中の全会員に事故「ゼロ」

の啓発を行いました。 

② 安全管理委員会では，令和 3 年度安全管理活動計画に基づき安全就業及び事

故防止に向けた取り組みを推進しました。さらに，「安全だより」を令和 3年 7

月 15日に，「安全推進だより」を 11月 15日に発行し，安全就業及び事故防止

の徹底に努めました。 

③ 「安全はすべてに優先する」を基本に，入会説明会や新しく就業する会員に

対して「安全就業基準」及び「安全心得 10 ヶ条」の周知及び徹底を図りまし

た。 

④ 令和 3年度の「安全標語」について，財団は「交通事故防止について」，セン

ターは「私の健康維持管理について」を標語テーマと設定して 11月に募集を行

いました。財団の標語には 55 点，センターの標語には 54 点の応募があり，標

語ごとに 3点の優秀作品を選定しました。 

⑤ 7月の「安全就業強調月間」では，令和 3年 7月 7日（雨天中止）と 21日に

理事による特別安全巡回を実施し，全会員に安全就業について啓発活動を実施

しました。 

⑥ 土日・祝日などのセンター事務所閉鎖時の緊急・事故対応として，緊急時連

絡網（コールセンター：04-2929-8282）の周知を図りました。 

⑦ 例年実施している会員を対象とした「体力測定・介護予防教室」は，新型コ

ロナウイルス感染症対策のため中止しました。 

6．福祉・家事援助サービス・子育て支援サービスを推進しました。 

① 財団等が主催する福祉・家事援助サービス及び子育て支援サービスについて

の講習会及び普及啓発活動を実施しました。 



② 国分寺市から受託している「介護予防・日常生活支援総合事業 B 型事業」は，

受託開始から 5年目を迎えました。 

7．保育補助分野，介護補助分野他，シルバー派遣事業に取り組みました。 

① 従来の請負・委託事業になじまない高齢者の多様な就業機会の確保及び拡大

に向けて，公益財団法人東京しごと財団国分寺派遣事業所としてシルバー派遣

事業を実施しました。 

② 今回，特別養護老人ホームでの整容補助業務を，請負契約から派遣契約に切

り替えた他，ガソリンスタンドのスタッフ補助業務，事務補助業務，売店業務

の依頼を受け，新たに継続の就業を開始しました。 

受注件数 延実人員 延日人員 契約金額 賃金 事務委任手数料 

15件 29人 1,637日 10,061,928円 7,784,067円 1,149,507円 

③ 今年度も，セミナーの受付業務や展示会の搬入作業，開店準備・店番などの

単発の業務開拓を図り，就業場所の拡大に努めました。 

④ 財団の主催する派遣事業に関する会議および研修等に参加し，先進センター

等の状況や労働関係法令等の情報収集に努めました。 

⑤ 保育補助分野での就業を促進するために，財団と共催して，体験講習「保育

補助講習」を開催し，まん延防止等重点措置中ではありましたが感染対策に十

分配慮し，9 名の市民の方にご参加いただきました。また，その後の入会説明

会に 3名の方が参加され，3名全員の入会につながりました。 

⑥ ホームページの派遣事業の紹介ページや，セミナーや講習会開催のＰＲペー

ジの更新に努めた結果お問い合わせが増え，新規契約や，派遣就業会員の増に

つながりました。 

8．会員を対象とした実態調査アンケートを実施しました。 

① 6 月に，公平な就業機会の提供を行うため「会員状況調査」を実施しました。

対象会員は 614人で，回答数 492人，回答率は 80.1％，センターで就業中の会

員は 377 人，センターで働きたい会員は 40 人という結果でした。また，この

アンケート結果に基づいて，未就業会員に就業情報を電話等で提供しました。 

 

② 令和 3年 10月にお仕事を依頼されましたご利用者の方を対象に無作為（100

名）で「ご利用者アンケート」を実施し会員の就業状況及び事務所の職員の対

応を把握しました。対象者は 100 名で回答数は 65 人，回答率は 65％。ご利用

者の 98.4％から今後もシルバー人材センターを利用してみようと思うとご回答

いただきました。このアンケート結果については，ホームページに掲載しまし

た。 



9．ボランティア活動を実施しました。 

① 市報配布会員による「空き家情報」をボランティアで実施し，今年度は 27件

の空き家情報を市に提供しました。 

② 地域での高齢者の見守りや児童下校時安全パトロールなど福祉活動を支援し

ました。 

10．センター事業の適正な事業運営・経営に努めました。 

① 理事及び職員は，センター事業の適正な運営・経営に努め，会員の生きがい

の充実を図りました。さらに，センター事業の重要な案件を審議・決定する理

事会を活性化させ，総務・事業・安全管理の各委員会活動の強化を図りました。 

㋐ 令和 3年（第 11回）定時総会は令和 3年 6月 18日に，コロナ禍の感染拡

大が懸念されるため，会員には極力委任状の提出をお願いし少人数で開催し，

令和 2 年度監査報告，令和 2 年度事業報告及び決算の提出議案すべてが，可

決承認されました。 

㋑ 総務委員会は 5 回開催し，会報の発行等の企画などを協議し，センターか

ら会員への情報提供を行いました。 

㋒ 事業委員会は入会説明会を担当し，委員会は 9 回開催し，事業拡大及び事

業 PR活動に取り組みました。 

㋓ 安全管理委員会は，安全管理委員と安全支援員が順番で「安全の日」巡回

指導を計 9回実施し，安全就業・適正就業を推進しました。 

② 定款第 24条（理事の職務及び権限）に規定されている会長，副会長及び常務

理事の自己の職務の執行の状況を，令和 3 年度第 7 回理事会（開催日：令和 3

年 10月 22日）と第 12回理事会（開催日：令和 4年 3月 25日）で報告しまし

た。 


